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１ 目的 
 

公園・緑地をはじめとする都市の緑は、都市生活に潤いと安らぎを与えるとともに、災

害時の避難場所の確保や延焼防止などによる防災性の向上、ヒートアイランド現象の緩和

などによる都市環境の改善、美しい都市景観の創出など、重要な役割を担っています。 

都では、「公開空地等のみどりづくり指針」を平成 19 年 5 月に策定し、大規模建築物等

の建築等を行おうとする事業者は、公開空地等の価値の向上に資するため、都と協議し、「み

どりの計画書」を作成することとしました。 

「みどりの計画書」は、都市開発諸制度等により創出される公開空地等において、みど

りのネットワークの形成に寄与するなど、その価値の一層の向上を図り、安全、快適で美

しいまちづくりに資するため、都市計画決定や許可などの手続に先立ち、作成するもので

す。 

この計画立案を通して、事業者による良質なみどり空間の形成を誘導するとともに、周

辺地域とのみどりの連続性や景観形成などに配慮した質の高いみどりの創出に寄与します。 

「公開空地等のみどりづくり指針」の活用に当たっては、東京都景観計画で定めている大規

模建築物等の建築等に係る事前協議制度と連携し、事業者との調整を進めます。 

  この指針を活用することにより、以下の目標が実現し、公開空地等の価値の向上が期待

されます。 

① 公共や民間のみどりとのネットワークの形成 

② ヒューマンスケールにおける快適なみどり空間の創出 

③ 見通し等が確保された安全な空間の創出 

④ 造園の魅力が引き出された美しい空間の創出 

⑤ 生物多様性の保全 

⑥ その他公開空地等の価値の向上に資するもの 

 

※この手引で用いる「みどり」とは、樹木などの緑に覆われた土地と、広場や水面等のオー

プンスペースとを合わせたものを指します。 
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２ 改定の背景とポイント 
 

 近年、都心を中心に都市開発諸制度等を適用した大規模建築物の建築や開発行為が行われ、

公開空地等が年々増加しています。今後も、都内における更新期を迎えた建物の建替え工事

や木造住宅密集地域を中心とした市街地再開発事業等が行われ、公開空地等が増加していく

ことが予想されます。公開空地等は、都心の貴重なオープンスペースであり、防災機能や休

息機能に資するものであるため、公開性や有用性を確保することが必要とされています。 

建築物等の更新を好機とし、本手引に基づき、引き続き、事業者と連携して公開空地等の

良好なみどり空間を実現していきます。 

改 定 経 緯 改 定 内 容 

平成 28 年３月改定 配慮事項・提出書類様式を追加、事例写真・作成要領の内容を更新 

平成 30 年 4 月改定 生物多様性の保全の目標追加による「公開空地等のみどりづくり指針」の

改定、配慮事項・事例写真を追加 

令和２年 12 月改定 「公開空地等における生物生息空間について」及び「維持管理計画書 記

載事項」の追加、作成要領、提出書類様式の内容を更新 など 

令和４年３月一部変更 軽微変更の廃止、完了報告の追加、作成要領、提出書類様式の内容を更新 

など 

令和６年４月一部変更 既存樹木の保全・管理についての記載を追加、参考上位計画の更新 など 

 

３ 位置付け 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

骨格となる 

みどり豊かな 

都市施設の実現 

民の役割 

骨格に厚みと 

広がりを補強する 

みどりの創出 

周辺の街並みと 

調和された 

美しいみどり 

景観の創出 

緑化計画書 
＜環境局又は区市＞ 

みどり空間の 
視点からの指導 

緑化（主に緑量）の 

視点からの指導 

公開空地等の 
みどりづくり指針 

東京都景観計画 みどりの新戦略 
ガイドライン 

公の役割 

大規模建築物等の 

建築等に係る事前協議 




